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〔衛生悪事〕次の司起で小児マヒ予

防接種を行ないまナ。該当鬼をお
i つれください。

;φ と吉・ 37年 1 月 8 日午後 1 持お

| 分から 3 時まで、完的合武道場

1+対象J昌・昭和36年 1 月 16日~問
l 梓 3 Yl 31日までに生れた子で先
Yll1月に市の予防接喜重第 Z 回目
を受けたもの日ずその第 2 屈慢
です。

1 月 8 日 lこ第2 回目

定競ソーグワタ接種

人口韓鞍 112 ,491 

世鯵輯融 制，972

帯域宙機 67.97Km2

人口密度 1,655 

前月比@世帯増 204 

生ワタで安心は禁もつ

…ま忌ち.し当…伝染性小児マヒ
ポリオのワクチ

ンは三聞にわけで合計 300を皮 1
下に注司、dナることになっていま!
ナ。最初喜男 1 回目援態で 100、 ! 
それから 2~6 週簡後に 100. I 

l その後七カ月後にさらに 100づ j
J つを主主~']しまナ。この三回の注射
によって、はじめて、十分な基礎
免J主力をつけることができるとさ
れていまナ。しかしこの免疫性は
|永続ナるわけではなく、時ととも
:によわまるので、 1~1 年半後に
さらに 100の皮下注射をして、
追加免1萱の処賢をとらねばなら君主
いことになっていまず。

このように、小沼?ヒの議事華免墜
をつくるまでには約 8 力月もかか
るわけでナから、来年の衰の流行

基礎免疫は定期援額で

甲
山
製
造
業
的
関
勢
明
間

査
で
す
0
1

制
問b聞

の
製
造
加
工
を
し

邦
売
っ
を
行
な
っ

て
い
る
全
事
業
所

を
対
象
と
し
ま
す
。

て、ソークワクチンの定期接喜重を
l おろそかにナる傾向がみられるが
生ワク投与はあくまで臨時の応
急尚喜重であったものだがる、 ζれ

[だけで安心、ナるのは祭抱でああ。
義礎免疫は、ソークワクチンによ

l つてのみ薄られるものであるか
i ら、ここで 3 沼会部受げられない
!場合は、せめて 2 自分だけでも流
!行溺に閣に合 5 ょう受けておいて
|もらいたいj と注意しています。
!訟にもとずく伝染性小路マヒ予訪
|の定期ソークワクチン主主おは、必
ずお子さんに受けざせておいてく
ださい。来年の夏、小鬼マヒをお
それなくてもいいように。
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A
V綴
」
蝿
発
即
時
禁
山

L
eを
求
出
る
私
た
ち
の
悲
願
を
よ
そ
に
、
大
開
国

巾
の
関
で
行
な
わ
れ
た
回
大
型
一
肱
刊
朝
間
中
震
は
、
死
の
以
の
谷
間
に
住

町v

む
私
た
ち
に
、
い
い
知
れ
ぬ
弛
怖
と
給
翠
議
を
与
え
ま
し
た
。
政
府

勺
で
も
、
対
策
委
箆
会
を
設
け
て
協
議
を
は
じ
め
て
い
ま
す
が
、
死
の

付v
灰
の
被
告
は
ど
の
程
度
の
ゐ
の
か
正
憾
に
と
ら
え
る
に
持
っ
て
い
ま

マ
せ
ん
。
そ
し
て
新
閣
総
上
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
議
両
国
が
出
て
私
た
ち

を
一
喜
一
時
一
さ
せ
て
い
ま
す
、
し
か
し
。
多
か
れ
少
な
か
れ
、
死
の

A

灰
の
姐
手
が
、
私
た
ち
の
生
命
と
生
存
に
対
し
て
、
深
刻
な
し
か
も
心

議
大
な
影
響
を
及
ほ
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
よ
う
で
ん

す
。
ζ

の
点
に
つ
い
て
、
十
一
月
十
一
一
一
回
総
理
財
広
報
出
発
行
の
政
心

岡
山
広
報
第
一
八
二
号
ハ
県
企
薗
広
報
謀
議
供
〉
は
、
次
の
よ
う
に
注
ム

意
骨
発
し
て
い
ま
す
。
ム

カ〉

悔幽包盛橿醤'"

擁壁密罷趨要

事..... 置盤.

改
正
後
の

軍
人
思
給

イコ

門
氏
申
一
課
M
恩
給
法
の
}
部
改
正
で
、
市
軍
人
の
一
戦
時
加
算
が
終
戦
の
年
の
沼
和
二
十
年
九
月
二
日
ま
で
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
実
役
年
数
と
戦
時
加
算
を
合
せ
て
十
二
年
ハ
耐
土
山
口
以
上
だ
っ
た
人
は
十
三
年
〉
を
こ
え
る
人
は

あ
た
ら
し
-
く
恩
給
を
受
切
る
資
格
を
生
じ
請
求
手
続
曹
を
お
と
り
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
請
求
手

続
曹
が
必
要
設
の
は
、
該
当
者
の
ほ
か
、
該
当
資
絡
を
も
っ
た
人
の
選
み
の
ガ
で
す
ら

請
求
受
け
付
け
は
十
月
一
白
か
ら
は
一
た
め
で
手
続
き
し
て
小
た
だ
く
こ
と
に
一

り
ま
っ
て
お
り
、
こ
こ
ニ
カ
月
間
に
一
怒
っ
て
い
ま
す
。
本
籍
が
他
県
に
あ
る
一

ら

臨
時
か
な
さ
れ
、

の
一
つ
と
し
J

お
い
て
は
、
到

な
く
こ
の
法
に
よ
る
義
務
を
巣
し
権

先
曹
と
ろ
の
国
民
卑
金
法
の
施
行
請
求
人
の
取
法
精
神
に
は
敬
意
を
表

利
を
加
保
ナ
る
よ
う
、
市
民
福
叫
刊
の

に
当
り
、
市
が
同
崩
鼠
負
担
色
を
こ
え
さ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。た
め
に
奉
仕
すA
意
地
方
公
務
局
と

て
市
出
闘
を
充
当
し
て
い
る
の
は
、
抽
出
監
査
委
員
の
揺
鋪
通
担
、
思
の
議

し
て
の
柚
刷
費
が
あ
る
わ
け
で
す
。
諸

方
財
政
法
第
十
条
の
問
問

t
M守
民
で
あ
る
託
事
務
と
自
治
体
の
自
主
的
な
腎
品
開

求
審
の
前
半
で
、
請
求
人
は
こ
の
年

か
ら
、
地
方
自
治
法
第
二
百
四
士
ニ
事
務
と
の
阿
倍
現
よ
の
負
担
区
分
は
当

金
制
度
に
た
い
す
る
非
難
を
、
一
政

条
の
綴
廷
に
よ
り
、
市
長
・
収
入
役
然
明
憾
に
す
べ
古
で
、
現
に
法
で
も

党
の
政
冷
市
町
立
掴
掛
か
ら
述

A
て
い
ま

の
詰
法
行
為
を
制
限
・
禁
日
Lせ
よ
と
義
務
は
負
わ
な
い
と
規
定
し
て
お
りす
が
、
地
方
公
務
員
の
立
場
か
ら
申

い
う
、
い
わ
ゆ
る
監
査
請
求
が
、
共
つ

I
l
l
i
-
-

」
落
、
わ
れ
わ
れ
は
一
部
市
民
に
た

産
党
に
ぞ
く
す
る
一
言
の
名
で
、
一

F
4

「
い
す
る
暴
行
者
で
は
な
く
、
常
星

雲
言
会
に
提
出
さ
れ
た
の
に
た
一

f
蓄
喜
和
崎
市
害
対
象
に
サ
ー
ビ
ス
行
政
交
付

い
す
る
甑
査
委
員
の
也
容
を
は
前
号
一
{
韓
議
離
ぞ
、
内
円
む
な
う
も
の
た
る
こ
と
を
臼
治
法
で
規

票
、
そ
の
結
論
ば
、
地
財
法
の
達
一
繍
躍
融
事

F
、
長
短
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
特
定

反
で
は
な
い
が
、
好
も
し
い
草
で
一
週
襲
喝
《
市
の
政
党
政
派
の
一
方
的
偏
見
に
左
右

は
友
い
と
い
う
こ
と
で
、
霊
平
量
一
一
さ
れ
て
、
例
え
ば
華
街
度
の
施
行

解
と
し
て
わ
た
し
も
向
感
。
他
方
自
一

I
l
i
-
-
L

の
如
吉
国
か
ら
の
雲
託
事
務
ぞ
お
ろ

治
財
政
の
健
全
祐
は
、
自
治
省
も
つ
ま
ナ
が
、
ざ
て
そ
の
事
業
の
性
的
仰
や

そ
か
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん

ね
に
嬰
請
す
る
と
じ
ろ
、
そ
の
た
め
事
務
内
容
の
霞
か
ら
追
究
し
て
ゆ
く
年
令
娠
の
報
告
に
よ
る
と
、
一
平
塚

国
か
ら
の
委
託
事
務
処
礎
続
出
聞
は
、
と
、
法
的
に
も
附
妙
怠
翻
係
が
あ
る

市
民
の
加
丸
事
は
七
十
五
パ
l

セ
ン

当
然
金
額
国
臣
負
担
に
よ
る
べ
嘗
で
そ
の
区
分
は
仲
々
む
つ
か
し
い
と
、
、
こ
の
機
会
に
さ
ら
に
阿
法
精
神

自
治
体
が
負
怒
ナ
る
義
務
は
な
い
と
臼
治
法
の
専
門
家
も
言
っ
て
い
文
ハ
ミ

を
振
起
し
で
と
の
制
震
に
よ
っ
て
定

い
う
法
保
を
定
め
て
く
れ
て
い
る
の
ら
い
で
、
国
民
年
金
法
の
郊
曹
は
そ

め
ら
れ
た
義
務
を
府
行
し
、
権
利
を

で
ナ
。
の
一
俄
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
福

然
る
に
平
塚
市
は
こ
の
法
律
に
違
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
た
び
施
行
の
関校
の
向
上
に
資
し
て
頂
き
た
い
と
思

反
し
て
、
国
揮
負
恕
師
闘
を
こ
え
た
支
民
年
説
法
は
、
む
ろ
ん
改
替
の
余
地

い
ま
す
。

出
を
し
て
い
る
。
溌
法
で
は
な
い
か
も
あ
り
撹
判
も
あ
る
に
は
ち
が
い
本

一
戸
川

と
い
う
箆
査
担
向
車
な
の
で
す
か
ら
、
い
由
、
盟
会
で
法
に
従
っ
て
立
法
指

g�'::: 
lIU. 
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静ラジオ・ニッポン主主
送毎選日朝8 ， 20-35

なおみんなの広場(森繁

久弥・フランキー境

小林桂扮‘杉村春子

中村メイ子東野英治

郎)ドラ?、録音構成
静子レピ、 NTV 毎

ま墨日朝ι45-9.。色=対

!談 くらをしの気象台{

武村忠雄・御手洗辰雄

投手 言葉子えど)。
lこの番組lこダイヤルを

ださい(選管)



ひ

課
税
課
市
民
税
調

報

新春かざる 2 駅伝

p 3 番も

昭和 36 年 12 月時日

。
ー
い
っ
ぽ
う
市
が
責
任
を
も
っ
て
が
、
現
ナ
れ
ば
、
特
別
清
掃
区
域
内
の
ど
れ
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
ま
で
の
閥
、
し
、
現
場
を
み
つ
け
た
と
き
は
衛
一
一

里
ふ
と
み
の
収
集
処
返
骨
行
な
っ
て
い
る
の
鑑
は
、
み
の
完
全
処
理
、
清
掃
区
域
の
拡
大
現
状
の
な
か
で
、
癒
力
不
法
投
艶
や
生
課
へ
連
絡
し
て
ほ
し
い
。
と
み
一

王
の
は
、
県
知
事
が
治
定
し
た
特
別
清
の
ぼ
る
と
指
定
さ
れ
て
ド
る
。
し
た
・
筒
原
焼
が
援
の
J
4
止
、
収
集
斜
金
の
収
集
の
お
く
れ
を
訪
い
で
い
か
ね
ば
絡
に
は
い
わ
切
れ
な
い
ほ
ど
出
た
一

処
帰
区
制
(
間
山
市
内
と
八
怖
の
一
部
)
が
っ
て
、
市
が
収
集
ナ
る
一
ニ
十
よ
ニ
改
正
と
会
躍
佑
な
ど
が
行
な
え
る
と
な
ら
な
い
。
衛
生
課
主
主
力
を
か
た
と
み
は
、
時
生
課
へ
連
絡
し
て
特
一
一

み
十
五
ト
ン
の
ご
み
以
外
に
、
毎
臼
十
み
て
お
り
、
一
一
一
十
七
年
暖
予
算
要
求
む
け
る
の
は
当
然
だ
が
、
そ
れ
に
加
別
に
処
開
院
し
て
も
ら
う
こ
と
。
一

♂
守

i、
五

t

一
一
十
ト
ン
前
後
の
と
み
が
、
各
ぷ
m
v絞っ
げ
ぷ
綴
綴
数
綴
畿
緩
総
畿
綴
鰯
懇
畿
綴
機
縁
綴
緩
綴
繍
織
醐
②
ご
み
の
収
集
何
件
は
五
人
家
燃
月
額
一

と
弘

7

家
庭
や
商
店
ア
湯
で
自
家
処
理
さ
れ
議
談
鈴
鮫
臨
機
察
機
騒
鱗
鰯
繍
欝
務
縮
機
畿
鰭
額
謹
一
一
一
十
円
、
六
、

J
L十
人
で
四
十
円
、
一

⑨
、

d

て
い
る
と
み
て
よ
い
。
も
っ
と
も
、
一
い
鱗
機
鱗
鱗
機
騒
鱗
鱗
麟
鱗
コ
議
議
瀦
饗
』
あ
と
一
ニ
入
手
ど
と
に
十
円
で
安
一

川
蝉
抱
こ
の
う
ち
釘
ニ
ト
ン
程
度
は
、
関
宙
実
鵜
欝
欝
鶏
鶴
欝
議
議
麟
欝
緩
緩
議
護
班
い
。
ご
み
収
血
お
申
し
込
み
を
し
一

?
と
み
量
は
、
市
役
所
益
課
ち
ら
嘗
や
一
議
が
自
宅
事
場
へ
持
ち
込
;
鱗
欝
鱗
墾
議
機
欝
護
議
緩
議
機
制
て
な
い
家
路
言
い
よ
う
に
し
た
一

聖
書
係
で
担
当
し
て
い
る
。
処
}
ざ
饗
ん
で
い
る
と
い
う
か
ら
、
実
際
自
家
(
欝
欝
欝
磯
野
協
欝
麟
饗
議
謬
議
ば
い
。

理
機
能
は
、
襲
撃
二
、
連
転
手
市
/
り
め
鑑
処
理
さ
れ
て
い
る
ご
み
の
言
、
収
鞠
盤
調
緩
鶴
欝
欝
麟
襲
撃
機
河
⑦
と
み
結
言
葉
い
の
、
主

判
明
作
品
市
一
一
戸
川
市

4
6

瞳
砂
鏡
ト
ラ
ツ
f

台
分
と
み
て
よ
議
藷
畿
纏
簿
議
離
麟
ト
何
績
づ
け
し
ー
と
い
」
ろ
へ
お
い

収
集
炉
七
、
霊
場
一
、
予
算
量
ン
鮭
菅
沼
「
震
は
必
ず
し
も
満
足
ナ
議
欝
議
議
議
欝
教
議
欝
欝
欝
定
日
時
間
品
目
前
日

襲
、
運
営
費
と
も
で
年
間
約
七
百
合
も
ペ
害
状
態
と
は
い
え
て
と
吉
お
む
掛
欝
欝
畿
鶴
麟
藤
川

J
F議
欝
盤
轄
に
政
勝
手
の
ど
み
な
ど
は
袋
に
つ
め
る

万
円
ハ
一2

年
度
U

で
あ
る
。
パ
ト
完
重
量
挙
収
集
室
の
お
く
れ
を

J
J議
騒
騒
議
欝
麟
麟
麟
欝
離
と
な
ど
撃
に
し
て
ほ
し
い
。

量
産
語
、
収
集
自
動
車
バ
吋

e

融
出
し
て
与
を
仇
ま
し
て
い

Z

。
議
盤
機
購
響
機

3
;

」
語
、
と
く
に
ふ
た
塁
走

グ
マ
ス
タ
ー
一
室
D
B

嚢
ハ
ト
ン
諮
問
問
て
露
そ
の
う
え
、
大
野
方
面
の
霊
震
}
ラ
議
鱗
欝
騒
騒
欝
欝
鰯
麟
鱗
築
マ
し
て
雨
水
が
は
い
ら
な
い
よ
う
に

入
手
、
リ
ヤ
カ
ー
と
ト
ラ
ッ
ク
化
場
域
宮
、
あ
た
ら
し
く
ご
み
の
収
集
ブ
麟
鵜
議
議
関
麟
麟
麓
欝
鱗
鱗
幾
グ
し
!
?
と
と
。

一
の
リ
レ
ー
で
箱
に
入
れ
て
警
芸
品
川
四
動
部
を
希
望
す
る
声
が
出
て
お
り
、
暴
露
麟
議
機
機
鱗
盤
纏
麟
機
議
開
物
足

o
m報
紙
八
月
号
で
も
紹
介
し
た

目
印
刊
誌
ぃ
器
量
目
草
皆
川
認
可
)
欝
麟
欝
欝
麟
主
語
堅
持
一

一
度
と
き
で
い
る
。
ま
た

j
j

一

O

こ
の
対
策t
z
;

議
選
議
離
騒
韓
議
選
寝
か
ら
数
か
月
間
に
約
一
一
五
に
一

一
て
集
め
ら
れ
金
一
十
ト
ン
台
の
と
み
口
は
警
(
目
撃
を
購
入
増
車
し
て
と
み
議
襲
撃
議
警
護
議
鶏
襲
撃
懇
欝
繍
走
、
衛
生
約
に
も
、
草
案
一

一
を
、
最
後
に
か
た
づ
け
る
襲
警
j

暴
力
の
埼
大
と
機
動
化
を
は
か
り
議
豊
富
襲
撃
襲
警
襲
撃

;
i
z


-
公
判
寵
力
一
回
量
十
五
ト
ン
、
フ
ル
遼
富
臣
、
犬
神
喜
作
業
君
、
の
な
か
て
こ
の
点
を
強
会
ち
出
え
て
市
箆
の
立
場
で
も
、
次
の
点
に
か
ら
も
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

ζ

一

今
転
し
て
も
二
十
Z

二
十
五
ト
ン
が
精
千
万
七
千
九
百
世
持
、
人
口
に
し
て
箆
謡
音
量
七
主

1

百
ト
ン
程
し
て
い
る
。
協
力
を
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
れ
室
、
ど
み
量
の
う
え
で
も

一
い
っ
ぱ
い
の
現
状
で
、
焼
古
切
れ
な
七
万
五
千
六
百
人
で
あ
る
。
と
れ
は
度
の
新
焼
却
場
を
新
設
す
る
様
恕
を

o
i
ど
み
の
完
全
処
理
の
計
磁
は
で
っ
と
も
穣
縁
的
に
協
力
い
た
だ
い

い
十
ト
ン
前
後
の
と
み
は
、
毎
回
援
金
位
橋
脚
棋
の
七
一
一
一
バ

1

セ
ン
ト
、
入
も
ち
、
年
々
予
算
計
上
に
つ
と
め
て
嘗
て
い
る
。
収
集
の
お
く
れ
解
消
や
で
い
る
よ
い
例
で
あ
ろ
う
。

め
立
て
地
に
す
て
て
い
る
。
ロ
総
数
の
六
八
バ1
セ
ン
ト
に
当
る
い
る
、
衛
生
課
で
は
こ
の
構
想
炉
実
収
集
広
域
の
広
大
も
ち
か
く
実
抽
出
ざ

(3) 

開
始

孤
独
な

校
庭
で
一
人
で
あ
そ
ぶ

る
曹
仲
鈎
つ
く
り
は
潮
崎
正
問
、
体
由
同

の
時
間
な
ど
を
使
う
ハ
特
に
先
生

か
ら
の
指
導
が
必
要
〉
知
的
発
達

相
談
窓
で
扱
っ
た
実
際
刷
聞
か

b
e

の
緩
度
も
似
ょ
っ
た
者
が
よ
い
曹

相
談
智
児
三
人
で
京
子
危
い
ハ
あ
ま
り
ひ
と
い
こ
と
だ
っ

軍
自
分
の
名
前
も
思
た
ら
恥
比
一
績
が
必
嬰

U
E汚
れ
る
、

う
よ
う
に
露
け
な
い
曹
と
か
は
あ
ま
り
気
に

幼
判
濁
に
は
行
っ
た
が
百
泌
総
鮮
出
官
官
し
な
い
ほ
う
が
よ
い

ナ
ぐ
や
め
た
軍
。
は
い
「
終
的
れ
路
線
就

w

曹
遊
び
の
中
で
の
興

は
い
て
と
い
う
の
は
が
ん
鶴
畿

J
，
輔
醐
鶴
間
以
時
あ
る
も
の
を
観
察

親
の
桜
響
か
軍
授
業
時
第
込
潟
溺-
h
k
そ
れ
と
議
事

問
中
お
ち
つ
き
が
な
い
欝
欝
議
警
結
び
つ
け
一

2
5

に

軍
学
級
内
で
も
い
つ
も
考
関
す
る
曹
教
料
学

孤
独
の
状
醸
で
、
自
分
勝
手
の
行
習
は
急
が
ず
、
本
人
の
興
時
に
合

訟
が
多
い
曹
母
親
は
長
い
こ
と
病
わ
せ
る
こ
と
曹
自
分
の
思
い
ど
お

床
(
神
経
壮
)
に
あ
る
智
将
校
し
れ

ν
に
な
ら
な
く
て
、
だ
だ
を
こ
ね

て
も
ま
た
学
校
へ
も
ど
り
校
庭
で
て
も
、
あ
ま
り
相
手
に
し
本
い
、

)
人
で
遊
ん
で
い
る
。
む
し
ろ
楽
し
く
子
ど
も
と
蕗
し
合

お
答
え
軍
お
ち
つ
曹
が
な
を
す
る
時
間
闘
を
作
る
よ
う
工
夫
す

い
の
は
算
が
聞
闘
い
る
。

た
め
で
、
ζ

の
治
療
が
先
決
で
あ
担
当
横
浜
田
出
大
清
水
先
生

滋緩め密造は年々へつてはいるがその惑習は根強い。秋から冬は全
{主， é1に密造最盛期 ヤミ滋である密造t曹はメチ ノレ等を含み有苦手で
あるし、非衛生的だ。つくること買いもらい飲むことも処罰的対象
になる。密造j霞に手を出すな〆

12 
V 

jE(Jll 主ハカリを jl しく{;I:

うことが、ニザ前iッむを繁栄させ

るひとつのこつです。ハカリは

いつも水ヰなとこにおき、 fむってい

ないときは長i がゼロを J日して L 、ること。

風袋にはその日方を明記しておくこと。ハカ

1) の最 B がお 7ーさんによく Mえていることなと

大切な点です。



く生〉昭和 36 年 12 fllO f:l 

拠だてている。

浄域につづく県立農業高校のNu.68. 
l あたりは鎌倉時代三浦三三郎為高

の居官官があったところ降って安

時時代には大森伊豆守が拠った

平塚域の所在地と伝えている。

したがってこの段丘地帯は上古

から室町時代に歪るまで集落が
存続していたところのようであ
る。この集落と焚天社との関係
はわからないがとにかく!日い地

域であることはたしかである。
境内に石燈龍がある。安政3

の;朱印高三石五斗を領してい 司二 (1856) 8 月 25 自の洪水で大

た。現在の祭神は素室長鳴命毎年 被害を受けた上平塚の農民が年
七月廿六日に祭典が行われる。実の減免を小間原落に願い出た

31:永 6 年(17日9) 大改修され l が容易に穂許とならなかったの

るまでの花水I11はこの神域の南!で鎮守に徹宵祈願したところ遂
f郊の穏を出流し、古花水橋のど に呂的を速したのでその事J"しの
ころを終て南下しi告に浅いでい ため大平洋戦争の燈火管制まで
た。だからここを花水I11の向洋 80余年間毎夜部落のもの二人づ

段丘とみることができる。また つで燈明を献じつづけた純朴な
神域を含めた段丘地帯には数多 信仰遺物である。
の古境があったが昭和初期の耕 去月境内に「相模野の花水I11
地整玉里のとき消滅してしまっ の岸桜散りゆくもよし海に流れ

た。しかし今なお時折り弥生式 てJ と彫った現代歌疫の長老III

以降の器類を発摘することがあ 田頗の歌碑が建てられたことは
るので土台い土地柄であるを託 周知のところである。

議
求
お
く
れ
る
と
不
利
益

市
営
住
宅
の
小
、

破
修
護
を

市
営
住
宅
の
入
居
者
だ
が
、
竹
均
一

や
屋
内
の
河
本
ど
、
二
部
補
修
を し

て
も
ら
い
た
い
。

出
縄
・S
生
ハ
広
聴
用
紙
一
)

ど
指
摘
の
あ
っ
た
出

お
答
え

縄
中
谷
一
戸
市
営
住
宅

の
竹
一
同
の
改
修
は
、
昭
一
一
一
十
七
年
度

予
算
で
行
な
う
計
画
で
す
，
屋
内
の

壊
な
ど
小
破
修
思
は
ざ
っ
そ
く
調
べ

阿
国
抽
出
し
ま
す
。
市
営
住
箔
の
管
潔
に

つ
い
て
は
よ
く
注
意
し
、
入
居
者
に

不
同
盟
の
な
い
よ
う
心
が
け
、
台
風
時

や
そ
の
俄
の
と
曹
に
係
員
を
巡
回
ざ

委

神社

t員掻議

f¥. 

{犠祉事務所}市と社会福祉協議会、共
同募金会平塚市支会て寸立、くら IIこ図っ
てい 4人と母子療など施設にはいってい
る人たちに、明るい新春をむかえてもらラ
ため歳未たすけあい運動を行なってし、

す。民￡委員きんや協賛同体、篤志、者
よってたすけあい袋をおとどけします。
あたたかい心をお寄せ〈だきださい。
静期間 12月 1 日 -IOB ごろまでにとり
まとめます。

静拠出・募金を主とし、品物 1;特別!なご
意志による場合にのみお受けします。

静自己分対象約9ω世帯の予定て府調査中
1>書記分・ 12月初日ごろ対象世帝へお婚 1)
する予定です。


